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 ﹁
石
仏
ブ
ー
ム
﹂
と
言
わ
れ
て
久
し
い
石
造
物
。
こ
れ
ま
で
に
も
民
俗
学
・
美

術
史
・
石
仏
学
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
心

は
道
祖
神
や
庚
申
塔
と
い
っ
た
個
々
の
種
類
に
よ
る
も
の
、
場
所
の
問
題
な
ど
で

あ
り
、
や
や
片
寄
っ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
な
か
一
九
七
〇
年
代
に
は

日
本
石
仏
協
会
、
同
八
〇
年
代
に
は
江
戸
遺
跡
研
究
会
、
そ
し
て
二
〇
〇
〇
年
に

は
墓
標
研
究
会
と
、
石
造
物
を
研
究
対
象
と
す
る
集
団
も
現
わ
れ
、
日
本
の
石
仏

研
究
は
飛
躍
的
に
進
歩
し
て
き
て
い
る
。

 
ま
た
、
近
年
で
は
石
仏
の
像
容
を
中
心
と
し
た
美
術
史
や
地
域
性
、
分
布
な
ど

を
中
心
に
し
た
石
仏
学
だ
け
で
な
く
石
仏
に
刻
ま
れ
た
銘
文
そ
の
も
の
や
、
石
仏

を
作
り
あ
げ
て
い
っ
た
石
工
集
団
な
ど
の
研
究
が
注
目
さ
れ
は
じ
め
て
き
た
。

 
そ
こ
で
小
稿
で
は
東
北
地
方
最
大
の
霊
地
、
出
羽
三
山
︵
羽
黒
山
・
湯
殿
山
・

月
山
︶
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
現
在
に
残
る
出
羽
三
山
塔
の
銘
文
か
ら
、
近
世
期
以

降
に
お
け
る
湯
殿
山
か
ら
月
山
へ
の
信
仰
の
変
遷
が
、
石
造
物
に
ど
の
よ
う
に
表

出
し
て
い
る
の
か
。
出
羽
三
山
塔
と
共
に
刻
ま
れ
る
信
仰
や
道
標
な
ど
に
は
、
地

域
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
か
な
ど
の
点
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
る
。

 
 
 
一
 
出
羽
三
山
塔
か
ら
見
る
信
仰
の
変
遷

 
出
羽
三
山
信
仰
に
関
す
る
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
行
わ

れ
て
き
た
。
出
羽
三
山
と
く
に
羽
黒
山
の
生
字
引
と
い
わ
れ
る
戸
川
安
章
氏
 (1)

、

戸
隠
山
、
出
羽
三
山
な
ど
、
近
世
期
�の
参
詣
記
を
歴
史
地
理
学
か
ら
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
岩
鼻
通
明
氏
 (2)

な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
な
か
で
も
出
羽
三

山
信
仰
の
研
究
は
主
に
そ
の
修
験
の
活
動
状
況
、
檀
那
場
︵
霞
場
︶
の
問
題
、
羽

黒
修
験
の
実
態
、
羽
黒
の
宿
坊
、
出
羽
三
山
の
登
拝
口
な
ど
、
さ
ら
に
は
近
世
期

に
刊
行
さ
れ
た
参
詣
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
出
羽
三
山
の
絵
図
類
の
解
釈
を
め
ぐ
る
研

究
が
中
心
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
出
羽
三
山
側
か
ら
見
た
研
究
に
重
点
が

置
か
れ
て
き
た
。

 
本
稿
で
は
、
東
日
本
を
中
心
に
、
各
自
治
体
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
﹃
文
化
財

調
査
報
告
書
﹄
お
よ
び
﹃
自
治
体
史
﹄
か
ら
出
羽
三
山
に
関
連
す
る
石
造
物
を
摘

出
し
、
そ
こ
か
ら
浮
上
し
た
地
域
的
な
違
い
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

 
今
回
、
調
べ
る
こ
と
が
出
来
た
﹃
文
化
財
調
査
報
告
書
﹄、﹃
自
治
体
史
﹄
は
約

三
〇
〇
冊
。
そ
の
内
の
四
九
冊
に
出
羽
三
山
塔
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

東
京
家
政
学
院
大
学
紀
要
 
第
四
五
号
 
二
〇
〇
五
年
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︵
た
だ
し
出
羽
三
山
塔
の
存
在
が
記
載
さ
れ
て
い
て
も
、
銘
文
の
紹
介
が
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
省
い
た
。︶

 
そ
の
結
果
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
秋
田
県
、
茨
城
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東

京
都
、
神
奈
川
県
で
一
四
三
一
基
の
出
羽
三
山
塔
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
の
報
告
デ
ー
タ
は
紙
面
の
関
係
上
秋
田
県
ま
で
と
す
る
。

(

以
下
次
号
へ
続
く)

註
︵
１
︶
戸
川
安
章
編
﹃
山
岳
宗
教
史
研
究
叢
書
五
 
出
羽
三
山
と
東
北
修
験
の
研
究
﹄
名
著
出
版

 
一
九
七
五
年

︵
２
︶
岩
鼻
通
明
﹃
出
羽
三
山
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
﹄
名
著
出
版
 
一
九
九
二
年

人
文
学
部
日
本
文
化
学
科

＊
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
卒
業
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 (表 1-1-1）岩手県
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 (表 1-1-2）
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 (表 1-1-3）
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 (表 1-1-4）
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 (表 1-1-5）
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 (表 1-1-6）
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 (表 1-1-7）
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 (表 1-1-8）
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 (表 1-2-1）宮城県
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 (表 1-2-2）
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 (表 1-2-3）
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 (表 1-3-1）秋田県


